
江戸時代器末期芦除寺宿坊家間の粗那場をめぐる争いについて

福江 充＊

はじめに

以前、 筆者は、 江戸時代に立山信仰の拠点集落である芦l硲寺と岩絣寺のあいだでたび

たび引き起こされた、立山の宗教的権利をめぐる争論の勁向を検討したが(1)、一連の争論

は、 最終的には天保4年(1833) 9月に加賀活公事場奉行所から岩l粉寺の加賀落領国外

での出閲帳と配札の禁止、 及び万ー違反者を発見した場合における芦除寺の報告の義務

等、 芦餅寺にとっては一応勝訴といえる判決が下され落沿した。

しかし、 芦絣寺も山役銭の徴収権を含む立山の山自体に閑わる諸権利をはじめ、 六十

六部納経所の設四権及び納経所の発行権、「立山本寺別当 」 の戟号の使用権等は、 実質

上、 今後永久に許可されないことが確定し大きな痛手を受けた。 そのため、 判決以後、

芦除寺の勧進活動の手段は加質蒋領国内外から訪れる参詣者の宿泊料や加賀活領国内外

での廻棺配札活動、 自村での布栢椛頂会等に求めざるをえなくなった。

こうした状況下、 芦絣寺は廻棺配札活動を一J,3重視し、 芦絣寺ー山の緊急的な取り組

みとして、 まず廻粗配札活動に関する一山内の規約をよりきめ細かなものに路備するこ

とで統制を強め、 さらに各宿坊家が所有する柏縁を調査及び賂理させたうえで、 ー方で

は棺那場での多少の入り組みを許容しながら、 新たな柏那場及び租縁の開拓を奨励した。

そのため、 時には宿坊家問で柏那場の所有権をめぐりトラブルが発生した。

本稿では、 以下、 芦紛寺雄山神社所蔵の古文害群から発見した2点の史料を解諒し、

その内容に基づき、 江戸時代硲末期における芦絣寺宿坊家問の棺那場争いの実態とその

収拾のあり方について検討を試みたい。

1 • 廻杞配札活動に関する芦耕寺ー山内の規約整備

天保4年(1833) 9月に加賀活公事場裁判で下された判決の彩膀を受け、 芦l硲寺ー山

では、 今後の廻粗配札活動のあり方について再検討を行った。 そして、 加質落の圧力も

多分に意誠して廻棺配札活動の規約をとりまとめたr立山開山大上人御教化血脈相承芦
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耕寺各坊諸国配札杞家緑朔別留品J
(2)を作成し、各宿坊の租那帳の控えとともに芦蛤寺一

山宝蔵文匝に保笠することにした。

さて、 後ほど第2菜で捉示する史料A ・ 史料Bの内容は、 根本的にはこの規約の幾つ

かに基づいている。 そこで、 以下、 規約内容のなかから要点と思われる部分を抜粋して

おきたい（特に下線部に沿目）。

【部分l】(『越中立山古記録I 』 196頁〔上段 ・ 下段〕）

- l#J山上人之血脈相承之各坊、 古来随機有縁之教化配札、 旦那諸国往IIニ有之、塑

年順廻之義二付、 国郡・城下・駅宿・彦終落等、 是迄各坊15入組之配札は其侭、 井二在

里之分、 一村限リにー坊15配札、 又ハ入組二て配札村之義ハ双方15此板面に記四、 其

坊所持之本板名面付二も、 何坊と入組と害加へ入ilt度候。各坊所持在来、 今般改而調

理淋留相済候。以後、 右旦縁大切二て互相二繁栄し仕リ渡世可有之候事。

例年の廻柏配札活動について、 国郡・城下・駅宿・都会地等、 これまで幾つかの宿坊

家が入り組み合いながら廻柏配札を行ってきた箇所は従来のまま認める。また村里は原

則的には1村につき1坊が配札することとするが、 入り組み配札が恨例化している村で

は、 宿坊家双方がそのことを阪面に記載し、 また宿坊家が廻柏配札活動に使用する粗那

帳にも他宿坊家との入り組み配札のことを記載しておくこと。

【部分2】 er越中立山古記録I 』 196頁〔下段〕 ~19S頁〔上段〕）

此方江ハ自他国教化配札之旦廻は往昔5在来之通、 以後神妙二相意得、 ー山柔屈二永

世堅可相守、 併、 配札筋二付、 彼是争論ケ問敷義仕候ハゞ、 芦紛寺辿も念度御指留二

被為仰付之御旨御申渡有之、 奉災御諮之候二付、 此度各坊旧旦那板相凋理候而、 ー山

切二も以後彼是申事無之様、 相互二辮別仕候事。

今回、 各宿坊家の杞那飯を照備する理由について。配札筋でかれこれ争論がましきこ

とを行えば、 加質蒋が芦餘寺の立山に関する宗教的権利として旧来から認めてきた諸国

での廻粗配札活動の権利までも、 加質瑶は差し止めると申し渡してきた。 そのため、 今

回、 各宿坊家の板那飯を調査・路理して、 芦餅寺ー 山内部においてもトラプルを起こさ

ないようにするのである。

【部分3】ぴ越中立山古記録I 』 198頁〔上段・下段〕）
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来午年5以後、 古柏猶更大切二仕リ、 諸国御城下・大名小名御代官所・京都・大

坂• 江戸等之炭落之地、 郡II宿 II浦IIりりII之分ハ、 採他知識僧之誘引を以籾出、 入組

二相成候ても、 追II柏縁取立可被申候。 且又、 何れ之地二而も、 千軒斗以上之所江ハ

入組不差支候。 以下之地は先ヅ其村ノ所江入込、 配札等段II相培候坊方有之候ハゞ、

外坊渡5入組無用二候。 若シ人 II往来筋二而、 止宿等は不差構、 定宿旦那二相成候而

も、 其宿村之外家江配札ケ問敷儀等、 堅無用二候。 尤、 双方之事ハ何分も品能相頗噺

込可申候事。

来年午年（天保5年）以後、 古＜からの坑緑を一）付大切にし、 諸国城下や大名等の代

官所、 京都・大坂• 江戸等の都市部、 郡• 宿・涌・品等では、 衆徒のなかでも比較的知

諜・教投の裔い者が籾極的に布教及び師棺関係を勧誘して、 入り組となっても板縁の取

り立てに努力すべきである。 いずれの地域においても、 1000軒以上の所では入り組み配

札となってもよい。 1000軒以下の所では、 先にその柏那場に入り廻棺配札活動を続けて

きて拡大している宿坊家があれば、 他の宿坊家は遠磁すべきである。 もし他宿坊家の椋

那場でも、 往来筋の家であれば宿泊などについては差し支えないが、 仮にその家が定宿

粗那となった場合でも、 その宿村の他の家々には配札に出入りしてはならない。

【部分4】0越中立山古記録I』198頁〔下段〕）

ー 在里山入之義は一村限リ、 先入之壱坊l:5 入栢二仕リ行渡、 配札宿等も出来、 後 II

之為二槌二致度候。 是亦見1サl二而外坊 l:5 不可立入候。 併、 新入二付、 壱辿二而捨四、

証汎無之時は、 四年目 l:5 ハ向寄之人 l:5 誘引配札仕候義ハ、 ー山之繁栄二候問、 先人之

廻旦籾 II配札可有之候。 併、 古旦那二：因加へ候後、 仮令捨骰、 配札無之候共、 沢合和

談、 当山二而不調内は、 不可立入候。 依之、 五ケ年十ケ年迄之内、 各坊申談弥堅旦緑、

配札所二相極リ候分ハ、 ー山留娠二壱坊限リ相調理：内加へ可申候。 然則、 旧粗新旦共

二双方堅家腎丈夫二相成候事。

柏那場が村里・山里の場合は、 1村につき先に入った1坊の権利を椋重すること。 そ

の宿坊家の廻棺配札活動により配札の際の宿泊家ができることも含め、 後々のために確

実に棺那場を育ててい＜こと。 こうした杞那場の状況をIHJいて他宿坊家が立ち入らない

ようにすること。 棺那場を開拓しようと新たに入った村でも、 1年だけ配札を行って、

その後放四された場合は、 4年目から、 他宿坊家の衆徒で近くを配札していた者等が配

札活動を行ってもよい。 それは芦餘寺ー山の繁栄につながる。 古い柏那で放四されてい
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る場合でも、 ー山の和談が調わないうちは、 勝手に立ち入ってはいけない。

【部分5】(r越中立山古記録I』199頁（上段〕）

一 各坊之時代に依り、棺廻中絶仕候共、 私欲を以自分旦那之隣村等と申成シ、 手引

栴へ、 配札二入込、 奉加等は無用二候。 当山二而和談仕リ、 取紐当分預ケ、 又ハ譲リ

渡、 亦ハ：内入流込之義は、 双方5手印シ之儀可成四候。 外坊5一村豆軒二而も私を以

不可立入候事。

各宿坊家の時代的変透で、 廻椋配札活動が中絶した所があっても、 私欲から自分の釈

那の隣村などと申して配札に入り、 奉加等を行ってはいけない。 必ずー山において話し

合いを行い、 当分預けとか、 譲り渡しとか、：；いき入れ流し込みについては、 宿坊家双方

が手印し、 納得のうえで行わなければならない。 1村1紆たりとも、 他宿坊家が私欲で

立ち入ってはならない。

【部分6】び越中立山古記録I』199頁〔上段・下段〕）

一 於他国他領者、 何ケ0本之儀有之候共、 相互了筒を以指拍四、 当山二而和淡可有之、

入組所又は別義申争、 棺那謡中人取雑詮義有之鉢ハ、 御領主御役所等江見聞恐入申二

付、 岱御国御見問二相節リ申候条、 彼是御他領之地所を以、 ー山切二而も申争相起シ

候ハゞ、 御差郎リニ候故、 以後、 芦粉寺辿も諸国配札御指留被為仰渡と之趣意を以、

此度御申渡御座候段ハ大切二候。 固翠旦那帳調理候問、 一統之内若箪5相意得、 配札

順廻可被致之、 尤他国往来諸人と惣而争論之依・博突鉢井私欲之筋、 亦面II旦緑城下

宿等二而不行状之配坐之遊興は、 外聞後II之不面目二相成、 殊更、 立山孟場之三宝前

江奉野、 恐入、 別而諸人不信之基二候。 畢党ハ自分之渡世之道筋を取失ひ候聞、 蔽巫

二無油断、 旅立前會合、 條II申談可有之候事。

他国他領において争論を起こすことを厳禁し、 必ず芦絣寺ー山の和談に従うべきこと

を説き、 その他、 栂突・私欲の筋・不行状の酒哀遊輿等も諸人不信の基となるから似む

べきであると固く戒めている。

【部分7】(『越中立山古記録I』199頁〔下段〕）

一 旦緑配札板、 他国旅宿二而被取失候儀か往来海川等二而非常盗難二而紛失も難計、

拐亦於自坊も、 類焼之義、 盗人二被取失申儀、 難計候。 其節ハー山宝蔵入留帳を以：内
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出シ可申筈。 尤、奥苫二紛失等之断書仕リ、 旦那先渡世相続所持、 申分無之様、 ー山

印形相加へ造シ可申事。

棺那板が他国旅宿や往来•海・川等で紛失したり盗難されたり、 或いは自坊で火災等

により焼失する場合もありうる。 そうした場合には、 芦餘寺ー山宝蔵入留板に基づいて

内き出し、 再製すること。 もっとも、 その奥苫に紛失等の事梢を明記し、 ー山の印形を

加え造すぺきである。

【部分8】び越中立山古記録I 』 200頁〔下段） ~201頁〔上段〕）

ー 自他国廻棺配札は、 往昔5仕来二候処、 今般、 御奉行所二而、 御領分之筋迄二御

詮義無之、 御宥之御沙汰二相済候。 依而、 御領分年／！順廻之坊IIハ、 前件之定條IIニ

相意得、 堅配札可相守候。 以後、 其向寄新旦縁籾II馴合取弘可有之候。 然所、 是迄旦

縁等と申賦シ、 旦廻配札不仕候坊 II有之、 又折II配札有之歎二候得共、 相怠リ居申面

II、 近年捨四申候ハ、 甚以不宜候。 以後、 郡村為弁別、 所持之帳面を以、 此度書出可

被申、 猶年II折を以、 山下手近二付、 配札有之度候。 右之訳は、 岩餅寺江も自他国領

分之御沙汰無之、 古来所 II開娠仕来、 其節御札も賦リ有之、 入組候得共、 開板之筋故、

配札旦那等不為申立、 外二旦緑配札仕来も相見え候。 入組候共、 其家配札之儀、 亦悔

二旦緑一村等、 其意得第ーニ候。 来午年5御領分新旦取立之望有之候ハゞ、 岩蛉寺槌

二配札旦緑之筋は指除可申候。

自他国廻租配札は古来のしきたりであるが、 今回奉行所では、 領内については特別の

審誠はなかった。 だから領内巡回の各宿坊家は従来どおり配札し、 また進んで新椋緑に

手を拡げるのがよい。 しかし、 これまで板緑と申しふらしながら、 廻柏配札を怠ってい

る者があるのは宜しくない。 帳面に古き出し、 配札するようにしたいものである。 ただ

し、 岩絣寺側の配札杞緑の確かな筋は除くようにしたいと、 岩絣寺側との協調に気を迎

っている。

【部分9】(『越中立山古記録い201頁（上段〕）

一 御領分一回托鉢井御5啓燈明御供志之勧化之義ハ、 往昔5春秋等為渡世順廻仕来、

井二五投成就之御領分祈願所二候得ば、 右等趣勧誘も不差支候。但シ大権現とハ不申

立、 亦山上之ケ所を不申立、 唯願望奉加手軽事ハ仕来二候得共、 必大冊奉加板を以、

無縁二出行し衆徒御領分徘徊、 以後堅無用二候。但シ他坊之建立寄附之取立居申折節、
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ー山衆徒之内、 老若共二遠近郡村等忍び、 帳冊を以悶行奉加等申語リ候儀、 常II槌二

風lirl問II有之候。 以後ハ外坊等大造之儀、 ー山間済相企候共、 決而悶二奉加廻語事、

堅不相成。 勿論、 山外之仰鉢二而も、 此條申立、 順村候ハゞ、 見lirl風説共二御奉行所

江御内達可申上候事。

領内一円の托鉢、 娼埒灯明の勧化の順回は差し支えないが、 立山大権現と称し、 立山

山上の権利を申し立てることは、 岩蛤寺の特権を口すことになるので厳禁である。 また

寄付硲金のため奉加板を持って、 院密に領内を徘徊することも厳禁である。

2. 江戸時代幕末期芦耕寺宿坊家間の棺那場をめぐる争いとその収拾

芦絣寺雄山神社所蔵の古文：；屈史料群のなかに、 炭応2年(1866) 9月に芦餘寺ー山が

芦絣寺等揺坊に宛てた申し渡し状（史料A、 写其1)と｝必応2年(1866) 9月に芦餅寺

大仙坊が芦絣寺ー山に宛てた諮内（史料B、 写哀2)が見られるが、 これらの史料には、

芦餘寺宿坊家問に起きた棺那場争いとその収拾に関する内容が記されている。

【史料A】

等裳坊江申渡ケ條
ー、 当山ハ自他国江罷越配札之罰色を以寺務相続仕来リ候二付、 往古5法類之旦家江

立入配札井二勧化等被相成義者勿論事二候。 猶改而天保四巳年一統江申渡骰候通候所

と存大仙坊等之旦家江立入勧化等仕候越度ニ・付、 折返以来衆評之上心得方申渡左之通。
ー、 浪州各務郡芥見村之内野村組亀山文右衛門者、 往古ち大仙坊旦家之所之義乍相心

得、 右文右衛門等江立入勧化いたし候越度二依而、 右野村組一山江引掲改而大仙坊江

相渡等筵坊娼永代野村組江配札等二立入申問敷候。 同村外組ハ足迄之通入会指免可申

候。 尤入会村之ケ條之通可被相心得候事。

右前條之通申渡候問以後急度相守可被申候。 尤不法相働候越度可申付如若候得共、 来

ル卯年5堂輪番相当リ候二付、 最早用立之日限相過リ候問格別之慈悠を以相宥候。 依

而不念一札指出し以来心得逃無之様急度相造可被申候。 猶又旧冬5美談尾張江罷越候

廻因指留四候得共此度相解候問用立出来次第祭足可被成候事。

疫應弐寅年九月日

立山芦蛤寺

8
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【史料B】

御諮 大仙坊

此度等此坊女品堂輪番二当棺那先奉加之義二付、 拙坊5為断候所、 御詮義之上前節双方

江御申渡候砕内可差出旨被仰渡奉災御笛左之通リ。 元治元子年十一月5同弐年丑ノ十

一月迄、 美談・尾張二而拙坊配札之於村方二布栢泄頂致奉加勧物板記硲左之通リ。

一金壱両 一幡壱流

ー布毛綿二而、 七拾八端

右内金三両弐朱卜三百三拾八文

又毛綿三反 小倍村 小飢村

其外ハ板面二而、 御渡被下候。

右之通確二訥取申候。 以上。

勧物内諮取分金子二而今度御渡被下候。

両村分等此坊江御渡被成候。

右旨趣者等＇此坊談州各務郡芥見村之内野村亀山文右衛門江拙坊旦家与乍心得立入別当

勧化被致候二付、 其趣拙坊5御ー山役寮迄為断候得共、 於御ー 山等立坊手前御尋被成

候所相迎無之、 依而従往昔当山者自他国江配札二罷出其剃色を以寺務相続仕来候所、

配札井教化方等迄都而掟も有之故、 重々衆評定之上就迩背之働可為越度右野村組配札

ー山江引掲改而拙坊江御渡二相成、 其他拙坊旧来配札仕候村方江立入候分八ケ村共引

腸野村与兼而九ケ村等‘此坊5永代不立入訳二御取究猶改而拙坊江右村共配札御渡被下

難有奉災候。 以来恐順を以無異失致配札候様入念被仰渡恭仕合二奉存候。 依而御諮印

形仕奉差上之候。 以上。

疫應弐寅年九月日

大仙坊由道（印）

立山芦蛤寺

御ー山中

天保4年(1833) 9月に加質落公事場裁判で下された判決の彩序限を受け、 芦蛉寺ー山

では、 今後の廻柏配札活動のあり方について再検討を行った。 そして、 前究で指摘した

ように、 同年(1833)、 ー山内で廻棺配札活動に熙する規約をとりまとめた。

しかし、 このような加質活の強圧的支配を意識した一山の内部統制にもかかわらず、

等此坊(3)が元治元年(1864) 11月から元治2年(1865) 11月にかけて、 柏緑のない美涙

国・尾張国で配札活動を行い、 さらには同地域における大仙坊の棺家へも立ち入り、 勧

化を行ってしまった。 等銘坊としては、 明年炭応3年(1867) に芦絣寺宿坊家が毎年綸

， 
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番で司っている娼棠別当の役戦が自坊に回ってくるので、 娼業の緑日や節句、 祭礼等の

年中行事をはじめ秋の彼岸に開催される布柄泄頂会い）しこ必要な諸費用を一山中で先頭に

立って勧進する必要があった。 等認坊はこうした差し迫った事梢から、 前液で指摘した

ー山の規約のなかの特に部分lと部分4に抵触することを認識しながらも、 大仙坊の松

家へ立ち入ったものと考えられる。

さて以下、 史料A ・ Bに基づき、 この事件の碩末を見 ていきたい。 等此坊は前掲の規

約に反して、 椋緑のない美談国各務郡芥見村の野村組に屈する大仙坊の租家亀山文右硝

門宅を訪れ勧化を行ったが、 そのことに対し大仙坊衆徒由道が一 山役寮に等謡坊の規約

逃反を訴えた。

ー山では、 この争いを深刻に受けとめ評定を行い、 その結果、 野村組での配札権は一

山が一度引き腸げ、 改めて大仙坊に引き渡した。 また、 大仙坊が同地域において旧来か

ら廻柏配札を行っていたその他の村方についても、 8村を一山に一度引き腸げ、 野村組

と合わせて9村を改めて大仙坊に引き渡した。 なお、 この9村については、 等此坊に永

代立入禁止を申し渡した。 さらに、 等党坊が大仙坊の椋家をかすめ取っての違法な配札

活動で柑た収益については、 等裳坊から大仙坊に1両と幡1流、 布木綿78端分の儲けの

うち金子で3両2朱338文が支払われた。なお、同地域で大仙坊の粗那場ではなかった小

倍村と小軋翡村での配札活動で得た毛綿3 反の収益については等揺坊の利益としてそのま

ま認められた。

以上のような一山の裁決内容に対し、 1汲応2年(1866)9月、 大仙坊衆徒由迫は一 山

に討間を捉出した。 その諮因が史料Bである。

ー方、 ー山の裁決内容を等揺坊に申し渡した、 1袋応2年(1866) 9月付けの古文：内が

史料Aである。 文：内の終わりの部分には、 来る炭応3 年(1867 )は等此坊が俎堂輪番で、

その年の布柄罷頂会の執行には当然出費が予想され、 それを補うための勧進が可能な時

期がもはや過ぎてしまつているため格別の慈悠をもって許すこととし、 念苫を捉出させ

今後決して違反がないよう厳重に注意した。 また昨冬のトラプル以来、 美談国・尾張国

を訪れるための廻苫を差し止めていたが、 この度、 解禁したので、 必要になり次第催促

するように促している。

3 • 蝠堂別当職と布橋灌頂会を執行するための特別な勧進活動

芦餅寺ー 山では、 宿坊家のあいだで1 年交替の倫番制で順々に娼堂別当職を担当して

廻ったが、 娼堂に関する年中行事はきわめて多く、 例えば布栢泄頂会などの大がかりな

10 
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法要も含め1年問に縁日が 60度、 節句が5度、 祭礼が40度、 法要が 3度あり(5)その都度、

諸準慌や執行時の差配を一 山内で率先して執り仕切らなければならない娼棠別当の籾神

的・経済的負担は計り知れないものがあった。

一 例をあげると、 各行事の際の献上品なども溢堂別当が自前で準備しなければなら

ず(6)そうした一連の費用負担は膨大なものとなった。それゆえ、それをまかなうため、翌

年嬬堂別当を担当しなければならない衆徒は、 別当戟に就く前年に例年以上の勧進活動

を行わなければならなかった。

さて、 こうした特別な勧進活動の実憑については、 一例ではあるが、 苦迫坊が天保2

年0831) 11月に三河国の椋那場で行った勧進状況をまとめた ＇
・

立山御娼}'.喰布栢大梱頂

勧進記』
(;)から概ね知ることができる。

それによると、 まず苦迫坊は三河国の杞那場の信徒たちに対し、 以下の史料が示すよ

うに娼唸（娼堂）別当としての毎日の供捉や布栢罹頂会の際の負担を訴え、 助力として

の奉加を求め、さらに俎堂での諸行事に対する必要経費として約79両と白布360端を捉示

している。

十方的伝

大杭那衆中様

右勧進記二委細御坐候通、 御娼淳別当者年中之大行二而、 当山二おいて大切至極之勁

行二御坐候。 然る112拙倍参来）レ午年当番二付、 諸事支度此之節より梨申付御坐候。 凡

四百ケ日之問、 別火別行二而、 毎日之供投之雑用杯の様御肥供燈明香花又彼岸布柏大

泄頂執行之儀ハ、 大造至極之入用有之、 其外年中諸伽藍之法会祭礼幣敷二付、 莫大之

入用相掛り、 大いに心配仕居申候。 拙仰自力ニ及びがたく御坐候。 依而十方御旦緑之

御助力奉願候て、 一生一度之大行成就仕度奉存候問、 逸男善各様方思召附次第之御施

入、 偏二奉穎候。 御名前戒名等相記、 抽丹籾祈念回向無悌怠執行可仕候。

ー、 白布三百六十端之内

ー、 供投荘厳之品々之内

ー、 御本Y,'j.三 毎日御賠三紐宛、 一筋料百文ヅッ。

ー、 御脇立六十六淳 御縁日毎二六十六肥、 一肥料三十二銅。

一、 地寂観音 御縁日二膳宛、 一膨料三十二銅。

ー、 大蜘燭毎日三挺ヅツ ー挺料二十四文宛、 小姫燭一挺五文ヅツ。

ー、 燈明四十八燈毎日 一燈料三文ヅッ。

以上。

11 
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ー、 年中番香華 三百六十日料。 毎月御緑日料。 一日料。

こうした恙迫坊の呼びかけに対する信徒側の寄進状況、 すなわち前掲勧進記に記載さ

れた信徒名とその住所、 祠堂金額等については第1 表に示すとおりである。 これによる

と、 恙道坊は三河国の宝飯郡・栢豆郡・渥美郡•投楽郡の各地で570人と16団体（村中・

謡中等）の信徒を対象として寄進を硲っている。

なお、 滋道坊の襄政5年(1793)の三河国択那場を対象としたr諸棺那御祈屁之＇此帳』
(8)

には1090人の信徒名が記され、 またその後の同坊の嘉永3年(1850)の三河国棺那場を

対象とした r御祈誌棺那:r狐恥叫こは1487人の信徒名が記載されており、 善追坊の三河国

棺那場の信徒総数は襄政期から嘉永期にかけては概ね1000人から1500人程度であったと

推測される。 それゆえ、 恙迫坊が俎堂別当及び布椅泄頂会のための勧進活動を三河国棺

那場で行った際、 それに応じて寄進した信徒は、 同国棺那場の信徒総数の約半数程度で

あったことがわかる。

ところで、 信徒の寄進によって苦迫坊が得た収益については、 勧進記中の表記「ー、

同」の金額を10疋程度で捉えるか、 或いは100疋程度で捉えるかによって大き＜粟なる

が、 仮に10疋として計算すると収益金の総額は約14両と布36端となり、 苦迫坊の捉示す

る必要経費約79両と白布360端には全く満たない。 ー方、 仮に100疋として計算すると約

92両と36端になり、 概ねまかなうことができる(10)0

おわりに

以上、 江戸時代硲末期における芦除寺宿坊家問の棺那場をめぐる争いとその収拾のあ

り方について、 芦蛤寺宿坊家の等露坊と大仙坊とのあいだに起きた棺那場及び棺縁をめ

ぐる争いを一事例としてあげ、 その実態を具体的に捉えた。

そこで、 以下、 その特徴をまとめたいが、 それに先立ち、 まず前提として、 芦紛寺ー

山内では天保4年 (1833) の加賀活公事場裁判での判決に基づき、 今後の廻棺配札活動

のあり方や粗那場の入り組みなどに対して検討・整備がなされたことを指摘しておく必

要がある。

その際の芦絣寺ー 山の基本的な方針として、① 「加賀活への体面上、 廻柏配札活動に

関する宿坊家問でのトラプルや棺那場での在地の人々とのトラプルはできるだけ避けよ

うとしている。 それというのも、 もしトラプルを起こせば、 芦餅寺の廻柏配札活動の権

利が刻奪される恐れもあったからである。」② 「天保4年(1833)の加四活公事場裁判で

12 



糾江 充／江戸時代硲末期）"; 蛉寺硲坊’ぷ間の船那場をめぐる'[•いについて

の判決に基づき、 その枠を越えないことを前捉に、 各坊問で多少の柏那場の入り組が生

じても釈極的に粗那場を関拓し新たに棺縁を求めていこうとしている。」等々の方針が見

受けられる。

さて、 天保4年(1833)の規約や、 前掲のような争いが起きていること事態が端的に

示すように、 芦絵寺各宿坊家が保有する棺那場及び柏縁は地方と大都市といった地域差

も考邸する必要があるとはいえ、 総体的にはどこの地域でも、 ある程度入り組んでいた

と考えられる。 r立山町史」に指摘されるように、 1坊に対して1国割といった画ー的で

スマ ー トな状況が必ずしも一般的であったとはいいがたい。

ー方、 芦絣寺各宿坊家問で柏那場をめぐるトラプルが生じた際に、 実際にはどのよう

に処理されていたかというと、 前掲の大仙坊と等謡坊の実例 に示されているように、 本

質的には、 芦餅寺各宿坊家の廻粗配札活動は全て一山の管理下にあり、 万ー トラプルが

生じた際には、 芦絣寺ー山の衆評により的確な判断がなされ、 一度当事者の棺那場を一

山が引き腸げ、 規約に基づいて改めて正しく配分するかたちをとっている。

ところで、 俎堂別当など、 輪番制で一山内の特別な役職が回ってきた場合には、 当該

宿坊家には、 それに関する諸経費を自 家が先頭に立って調達していく必要が生じ、 例年

を上回る勧進収益が必要となった。 それゆえ、 等1Z坊の場合も一山の規約違反と認識し

ながら、 ついつい自坊の柏那場以外に他宿坊家の松那場にまで手を出してしまい、 トラ

プルを起こしたのであろう。

註

※第1章の史料解説文については、 廣瀬滅氏が解説された 「立山曲山大上人御教化血脈

相承芦耕寺各坊諸国配札棺家縁梓別留記」び越中立山古記録I」所収、 195頁~202頁、

廣瀬滅・裔瀬保共編、 桂苫房、 1990年4月）の解説文を参考とさせていただき、 また、 部

分的に引用させていただいた。

1)福江充 「立山衆徒の勧進活動と立山紐荼羅」 （＇
・

山岳修験第20号立山特集』所収、 45

頁~59頁、 日本山岳修験学会、 1197年11月8日）。

2) 「立山開山大上人御教化血脈相承芦絵寺各坊諸国配札柏家緑朔別留品」ぴ越中立山古

品録I』所収、 195頁~202頁、 邸瀬誠．祐j瀬保共編、 桂：内房、 1990年4月）。 なお、 天

保4年(1833)以前の文政7年(1824)にも、 芦絣寺ー山では 「諸国廻柏会得之定：因

13 
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立山芦絣寺柁那仲問中」と俎して、 天保4年0833)の内容ほどきめ細かいものでは

ないが、 廻棺配札活動の一応の規約がもうけられている。 以下参考史料として提示し

ておきたい。

（部分） r越中立山古記録I 』 123頁（下段） ~124頁（上段）

14 

ー諸国旦那先、 或者迫中二而病気等相煩ひ、 又怪我等仕候時者、 其向寄二順勁之仰

徒者、 聞及次第相向、 石病治療無親疎心を付、 相談之上、 何時宜見捨申問敷候。 若又

金子等不自由二而無詮方鉢二有之時者、 仲関之内5相見を以取替、 療蓑無油断可致事

二候。 若其場に砧人在合不申時者、 其人鉢無掠入用之證掠、 実不ttl絹、 調理銀子立用

可申候。 返済之義者双方帰山之上、 怠度返済可申候。 万一彼品遅滞有之時者、 法類或

者仲問5取立、 右取替人江少も担失懸申問敷候。 若シ1四無之身本成Iレ人者夫JI相見之上

評必可申候。 採又諸陸江罷越、 土産者等相調候事者、 先方店方之義者往古5当山江相

封実義を以品物仕入呉レ来候事二候条、 代銀彿方急度厳密二可仕義二候。 併、 不而緑

二而有之哉、 近年彿方問JI不行届之方御座候趣相聞、 外lirll切義を失ひ申候。 当山之廻

柏之義者各自坊切之家業之様二相心得候而者 1姐山上人之化緑二も不相当裟、 一統承知

之事二候故、 返人之瑕瑾者一山仲問中江相掛リ、 仲問中之不行届ハ大権現・御婿羽等

之御威光を汚し候事故、 旦那先等店方彼是不算勘有之時者、 其向寄廻効之方之差支二

相成候二付、 聞附次第彿方等不届二相成候訳l±rl調、 夫JJ実意相立四、 帰山之上、 仲問

江吹聴有之候ハゞ可致吟味候。 右旦那先彿方等取替笠候銀子返済不仕、 右條JI二相洩

候時者、 当時為伯旦那帳預リ候而、 盗ケ年ハ見合、 弐ケ年目二夫II返済無之時者、 旦

那先1中闘中江相預リ評義之上廻棺等可致候、 兎角諸人崇敬を失ひ候而ハ第一御嬬忍井

大権現之御威光を汚申二付、 何分自坊切之事二不相心得、 廻柏勧誘可仕儀、 尤肝要ニ

付、 今般仲問評義を以定條如件。

文政七甲申年即八月

臼伝坊 印 福泉坊 印 吉祥坊 印

教蔵坊 印 大仙坊 印 西照坊 花押

箕泉坊 花押 玉仙坊 印 相善坊 印

等裳坊 印 三坦坊 印 相真坊 印

金泉坊 花押 教算坊 印 箕記坊 花押

泉光坊 花押 宮之坊 印 宜相坊 印

泉蔵坊 印 函迎坊 印 日光坊 印

兵長坊 印 権教坊 相栄坊 印

教此坊 印 長認坊 花押



糾江 充／江戸時代硲末期芦紛寺硲坊家間の棺那場をめぐる争い：こついて

:3)等此坊の本来の棺那場は能登国であった。 旧宝泉坊の明治23年(1890)の棺那帳応Z

山講社巡回節 石川屎能登国」（芦蛉寺雄山神社所蔵）によると、 同坊の柏那場は、 能

登国の鹿島郡と鳳至郡、 珠洲郡で、 珠洲郡については半島の内陸に入り込むが、 その

他の地域については、 どち らかといえば比較的立山の見えやすい‘畠山箆側に沿って梨

中している。 ところで、 佐伯幸長氏著r立山信仰の源流と変遷』 によれば、 江戸時代、

加賀 ・ 能登 ・ 越中の三か国の柁那場については、 芦始寺33坊家の平均剖としたが、 と

＜にl日緑のあった相涵坊 ・ 等鎚坊・相真坊が別格割りとし て平均剖りのほかに、 旧緑

の村 ・ 町数を加えた校那場数が与えられていたという。 このうち、 能登国における等

此坊の棺那場を、 明治に入って旧宝泉坊は、 廻棺配札布教を行わなくなった等＇此坊か

ら譲り受けている。 前掲の粗那板の巻頭には 「御一新前元等揺坊順廻所、 今度改正ニ

付、 元宜泉坊事佐伯左内順廻所卜相定候也」 と記されている。

4)芦紛寺では、 1蕊応元年 (1865)までは布梃椛頂会が行われていたことを推測させる。

5) 「諸堂勁方等年中行事外数件」（『越中立山古記録 第4巻．＇所収、 16~17頁、 高瀬保

編、桂；';-房、 1992年6月）。

御嬬堂

ー、 御緑日 年内 六十度

ー、 A関·>］•/句 固 五度

ー、 祭礼 同 四十度

ー、 法要 同 三度

6) 「当山古法通諸事勁方IB記 芦絵寺 文政十二丑年五月改之」 （『越中立山古記録II .!i

所収、 31~32頁、 廣瀬，滅 ・ 高瀬保共編、 桂円戻、 1990年4月）。

ー、 正 ・ 五 ・ 九月御祈屁之節ハ、 加役人急度出勁可致事。

御娼堂別当身持心得方之事。

ー、 前年十二月廿四日暁天前行と申、 朝タ二度之行水仕、 尤、 円座之上二座し御供所

5外二而ハ自由二寝る事相成l潤敷事。 常二浄衣舒し足袋ヲ召シ、 隣家二而も私用二罷

出lレ事無用。 但シ嬬堂参勁之翻ハ格別活浄を珀し可申候。 附リ。 朝寅ノ時二起キ、 卯

之上刻二娼堂へ参勁仕1)、 右心得方第一 今上皇帝 ・ 加質大守御武迎長久 ・ 万投成熟 ・

御家中迄繁栄之処、 次二当山静盈 ・ 佛法興隆、 第ー火之用心其外諸病退散之処、 可抽

丹誠条、 大切二相心得可申候事。

附リ、 献上之品物之義、 何ケ泊浄二f士リ申候。 尤、 御肥ハ格別、 諸事献上之物ハ別当

行者自身二相招へ申事。 若、 行者人格別差支有之時ハ、 其親力又ハ小俯二而水斗リ汲

申事ハ可然侯事。

15 
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7) I
・
立山御娼忍布柏大泄頂勧進記 』 （芦除寺恙道坊文苫、 猛山屎［立山博物館］所

蔵）。 天保2 (1831)年11月、 芦絵寺逸迫坊の三河国の棺那場を対象とした勧進記 。

8)善道坊の姦政 5年(1793)の三河国棺那場を対象とした汀者杞那御祈祐之揺帳』 （芦

岨寺善迫坊文杏、 直山限［立山栂物館］ 所蔵）。

9)苦道坊の嘉永3年(1850)の三河国棺那場を対象としたr御祈祁棺那揺帳』 （芦l粉寺

善道坊文内、 富山屎［立山抱物館］所蔵）。

10)天保2 (1831)年、 善迫坊の r 立山御娼唸布栢大泄頂勧進記J (芦絵寺善迫坊文内、

臼山原［立山栂物館］所蔵）の内容を 分析すると、 同勧進記には 三河固各地の570人の

伝徒 名と 16団体（村中・謡中等） の名前が記載されている。 ところで、 祠堂金に関す

る表記については、 若干の信徒に対して、 例えば 「 ー、 百文 」、「ー、 二百文 」、 「 ー、

六百文 」、 「 ー、 壱朱」、「ー、 或朱」、 「ー、 壱反」、 「 ー、 半」、「ー、 滋歩」 など と具体

的な 金額が記載されているが、 圧倒多数の信徒に対しては、 「 ー、 同」 とのみ記載され

ており、 この表記 をどのように捉えるか で、 この勧進記の総収益 が大き＜かわってく

る。 一人目から 「ー、 同」 と記載されているので、 前記載者の金額と同じ金頷を示し

ているとはいえない。 また、「ー、 同」 を 「ー、 壱銅」 としてそのまま捉えると、 該当

記叔者 分の収益は345.5錮にしかなら ず、奉加としての意味を全くなさない。 こうした

中で、 芦蛉寺吉祥坊の万延元年(186 0)の江戸棺那帳（芦絣寺雄山神社所蔵）には巻

末の表記法凡例に 「ー丸卜印訂銅＋疋之事。 二丸ハ弐百文之事也」 と 記載され青銅10

疋 を 表記の際の一単位としている事例 が見られる。 また、 芦l除寺相善坊の文政10年の

能登国を柁那場 とした I北国立山御俎堂別営奉加帳立山麗相恙坊 』 （冨山保［立山拇

物館］所蔵）にも、 布椅泄頂会に関する祠堂金として笠良村の九郎三郎と箭兵衛が 100

銅ずつ寄進している事例が見られる。

16 

これに対し、 芦蛉寺福泉坊の安政4年(1857) の尾張国を 棺那場とした r祠堂金受

納揺帳り（芦紛寺蕊迫坊文因、 富山原［立山栂物館］所蔵）には、 祠堂金として50疋や

100疋、 3朱の記載 が多く見られ、 また、 安政 5年(1858 )から文久3年(1863)の権

教坊の駿河国・遠江国を 棺那場とする R柏家受経祈屁帳』（芦紛寺ー山会所蔵。 後補表

紙には宝泉坊 とあるが内容から権教坊のものと推測される） にも50疋や100疋、200疋

の記載が多く見られる。 各地の棺那場の様々な地域性や 信徒の易分階級、 経済状況、

さらには時期的な差累等によって、 平均植は出しにくいものと想定されるが、 芦蛤寺

衆徒 が各地の棺那場で棺家1軒に対し平均的にはどの程度の祠堂金を 受納していたか

といった問題についても、 今後新たな史料収集に努めな がら検註してい＜必要がある。

今回の 『 立山御娼唸布栢大泄頂勧進記 』 の分析においては、「ー、 銅」 の記載を「ー、
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100文」として捉え総収益を計算すると、 三河国の宝飯郡・幡豆郡・渥美郡・設楽郡の

各地で562人と16団体（村中・講中等）の信徒を対象として約14両と布36端を得たこと

になり、 ー方、 「ー、 100疋」として捉え総収益を計算すると約92両と36端を褐たこと

になる。

li 
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第l表 芦峨寺善道坊の三河屁l啜那場での布橋灌頂会のための勧進状況（天保2年）

掲載1:1 村名 侶徒名 人数i村中・講中 「同Jの：寄進 寄泄 寄進 寄追 寄進 寄進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （朔） （その他）

0 0 1 五JI村 喜五郎 1 1 宝飯郡
0 0 2 五井・オ·I 兵太郎・重左衛門 2 1 宝飯郡
0 0 3 五.JI.村 新ニ tlil l 1 宝飯1祁
0 0 4 水竹村 竹ノ内庄五郎 1 1 宝(!f.i.1肌
0 0 5 水竹村 小野田勘之助 1 1 宝飯郡
0 0 6 水竹村 竹之内市二郎 1 1 宝飯 llfl
0 0 7 水竹村 柑山佐治右衛門 1 1 宝飯郡
0 0 S 水竹村 五左衛門 1 1 宝飯郡
0 0 9水竹村 三右衛門 l 1 宝飯郡
0 IOI 7J,; 竹村 甚太郎 1 l 

宝宝飯
飯郡
郡0 1 l! 水竹村 長十 1 1 

0 1 2, 形原村 弥治郎 1 l 宝飯1祁
0 
0 

1 
1 43

j
1 荒況木オ 村 転助 1 3 0 0 不明

＜村 都附市右衛門 1 1 不明
0 1 51 jl_lj浦

浦
仔

仔野
野 松下屈重 1 l 宝飯郡

0 I 6西 五郎兵衛 1 1 宝飯郡
0 1 71西浦仔里f 鈴木七兵衛 1 2 宝飯郡
0 I 8西軋i仔野 助兵 l 1 宝飯郡
0 1 9西捕仔野 喜助 1 1 宝飯郡
0 2 01西ii1i仔野 文五郎 1 1 宝飯郡
0 2 1西illifl-野 安太郎 1 1 1 主飯郡
0 2 2; 西浦仕野 喜一・郎 1 11 宝飯郡
0 2 31西捕仔野 市郎左衛門 I l 1 主飯郡

叫0 2 5芦西iilii仔野 門太郎 l 11 宝飯郡
仔野 林堕 1 l 宝飯郡

0 2 6西浦仔塁I' I六治郎 1 1 ! 主飯郡

I, o 0 
2 
2 81 11 西西i順'il l 柄 久二郎 1 1 1 宝飯郡

咽I柄 金蔚 1 l 宝飯郡
0 2 9西浦矧柄 松之助 1 1 宝飯郡
0 3 o: 西捕l:!I柄 金五郎 1 l 宝飯郡
0 3 1 I

I 
西捕知柄 i原殺 ・ 忠兵衛門 ・ 甚九郎

I 
4 1 

I
宝飯郡

・千代蔵
0 3 2西捕知柄 I弥吉 1 I 1 宝飯郡

-
i
f

巨江
[
1L
i1.J
1>!J
苺
四i
]

0f

冷
柑
逹

翌
5,8•
1
9
9
S

�
3
 Fl
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掲載順 村 名 信徒名 人 数 村中・講中 「同」の：寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

0 

0 

3 
3 4

31I 
1 

西西
油

洞
}JI柄 ・一郎兵 1 1 宝飯郡

i JJI柄 太郎兵衛 1 1 宝飯郡
0 3 5 西捕知柄 ffi; 助・久五郎 2 1 宝飯郡
0 3 6 西訓知柄 勘太郎 1 1 宝飯郡
0 3 7 西油知柄 源太郎 1 1 宝飯郡
0 3 8 西浦知柄 喜平衛 1 l 宝飯郡
0 3 91 il!iiniうlltri 源四f!I\ 1 1 1宝飯郡
0 4 0 西油知柄 与八 1 1 宝飯郡
0 4 11 西浦知柄 由右衛門・徳蔵 2 1 宝飯郡
0 

0 4 
4 

3
21

1 
西捕知柄 源助・与兵衛 2 1 ，ぷ飯郡

I西浦知柄 泊右衛門 1 1 宝飯郡
0 4 4'西浦知柄 又治郎 l 1 宝飯郡
0 4 5 西洲知柄 勘助 l 1 宝飯郡
0 4 6 西浦知柄 与二郎 1 1 宝飯郡
0 4 7 西捕-知-柄 宗兵衛 I 1 1 宝飯郡
0 4 81�_[ji11i灯l!l1i 宗四郎 1 1 宝飯郡

二0 5 且O! 已他浦
聾
矧柄

弥＝郎 l 1 宝飯郡
久治郎・市治郎 2 1 I宝飯郡

0 5 I 1匝llli知柄 千蔵 1 1 宝飯郡
o s 21西浦知柄 ·,1i之助 1 1 ！ 宝飯郡
0 5 3, 柑i訃i1.llt丙 朴蔵 1 1 宝飯郡
0 5 4, 西illift野 源蔵 l 1 宝飯郡
0 5 51西浦仔野 銀右衛門 1 1 ！歪飯郡
0 5 6西浦勇（龍）田 金そ郎 l 1 I宝飯郡
0 5 7西itli男（龍）田 吉重 1 1 宝飯1祁
0 5 8: 西浦男（龍）田 太郎助 1 I 主飯郡
0 5 9西柿弟（龍）田 平吉 1 1 宝飯郡
0 6 O! 西浦西ノロ iii郎兵 1 1 宝飯郡
o G 1, 西illi F寺 半兵衛• 太郎吉 2 1 主飯郡
0 
0 

6 6 21西浦下寺 太治兵衛 1 1 宝飯郡
31西浦下寺 苦--郎・平万郎 2 1 ！宝飯郡

0 6引西iWIJI塙 I ,Ii左衛門・偕重 2 1 宝飯郡
0 6 5, 西浦山位 市右衛門 1 1 I 宝飯郡

含
芦
浅
＼
笞
刊
B
●f
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造
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20 掲載柑 村 名 I 信徒名 人 数 村中・講中 「同」の！寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

0 6 6 西汎i大/-' 市・'l;· 1 1 宝飯郡
0 6 7 西i1li大P 長右衛門・久五郎 2 1 

宝
宝
飯
飯
郡
郡

0 6 8 西浦大F' 八郎兵衛・平太郎 2 1 
0 6 9 西浦大戸 半凹郎 1 1 宝飯郡
0 7 0 西浦大戸 金治郎 1 1 宝飯郡
0 7 1 小見行村 七五郎 1 1 幡豆郡
0 7 2 吉田在松島新田 善吉 1 1 注美郡
0 7 3 九門村 勧右衛門，九平治 2 2 不明
0 7 4 近江田神崎郡塚平か 川�r,i屋喜助 1 2 近江国
0 7 5 上佐肘1村 甚五郎 1 l 宝飯郡

―0 7 ―G I , J:: I建• 1村 甚八 1 1 
.
宝

. 飯郡
0 7 7 上佐肘1村 泊太夫 1 1 宝飯郡
0 7 8 _I: 佐肘1村 久右衛門 1 1 宝飯郡
0 7 91上佐肘1村 与治右衛門 1 1 ＇宝飯郡
0 8 0 上佐胎村 中右衛門・弥平太・消古 3 1 宝飯郡
0 8 1 上佐胎村 宗右衛門 1 1 ヽ五飯郡
0 8 2 」:（左肘1村 喜左衛門 1 3 0 0 宝飯郡
0 8 3 土佐JI(\村 1佐兵衛 1 2 0 0 宝飯郡
0 8 4 下佐肘1村 定四郎 1 I 1 宝飯郡
O 8 51下佐肘1村 消右衛門・i青蔵 2 1 宝飯郡
0 8 6 下佐肪村 源太郎・治郎左衛門 2 1 主飯郡
0 8 7 下佐胎村 孫太夫 1 1 宝飯郡
0 8 8 下佐肘1村 四郎左衛門 1 0 . 5 宝飯郡
0 8 9 ＝谷西新屋村 与太夫 l 1 宝飯郡
0 9 0 ー谷西新屋村 佐太郎 1 1 宝飯郡
0 9 1 ー谷西新屋村 弥左衛門 l 1 宝飯 rn:
0 9 2 ー谷西新屋村 勘助 1 1 宝飯郡
0 9 3 ー谷西新屋村 弥爪 1 1 宝飯郡
0 9 4 ー谷西新屋村 又八 l 1 宝飯郡
0 9 5 ー谷西新屋村 八与吉 l 1 2 宝飯郡
0 9 6 ー谷西新屋村 源七 1 1 宝飯郡
0 9 7 ー谷西新屋村 岩治郎 I 1 宝飯郡
0 9 8 ー谷西新屋村 係—,. 1 1 宜飯郡

臣
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掲載月 村 名 信徒名 人 数 村中・講中 ［同」の：寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

0 9 9 二谷西新屋村 仙蔵 1 2 宝飯郡
1 0 0 ー谷西新屋村 仙蔵 1 1 宝飯郡
1 0 1 二谷西新屋村 ，消治郎 1 1 宝飯郡
1 0 2 ー谷西新屋村 卯八 1 1 宝飯郡
1 0 3 ー谷西新屋村 弥吉 l 1 宝飯郡
1 0 4 ー谷西新屋村 東山 1 1 I 宝飯郡
1 0 5 ー谷西新屋村 弥平治 1 1 宝飯郡
1 0 6 ー谷西新屋村 宗九郎 1 1 

宝宝飯
飯
郡

111, 
1 0 7 ー谷西新屋村 弥太郎 1 1 

1 0 81 ― 谷西新歴村 喜太郎 1 1 宝飯郡
l O 9 ー谷西新／至村 平八 1 1 宝宝飯

飯
郡
郡l 1 0 =谷西新屈村 ！長右衛門 l 1 

l 1 1: 一谷西新屋村 '権治郎 1 1 宝飯郡
1 1 2; ニ谷西新屈村 与一郎 l 1 宝飯郡
l 1 31一谷西新／廷村 治平 I I 宜飯郡

ロ戸, -谷西新展村 女人講中 1 講q, 1 宝飯郡
1 1 5i一谷西新屋村 ．宗太郎 l 1 宝飯ltli
1 1 6二谷匝新屋村ー一ー」弥五七 1 1 宝飯郡
1 1 7'=谷西新屋村 I小八 1 1 宝飯郡
1 1 81 =谷西新屋村 与十 1 1 宝飯郡
l l 91 ― 谷西新殷村 与平 1 1 宝飯郡
1 2 01一谷西新崖村 I喜右衛門 1 1 宝飯郡
1 2 l ー谷西新屋村 新吉 1 1 宝飯郡
1 2 2 ニ谷西新屋村 甚四郎 1 l 宝飯郡
1 2 3 ー谷西新屋村 七之助 1 1 I宝飯郡
1 2 4 ー谷西新屋村 弥七 1 1 ！宝飯

郡
郡

1 2 5 二谷西新屋村 I長五郎 1 1 宝飯
1 2 6 ー谷西新屋村 ；徳助 I l 宝飯郡
1 2 7 ー谷西新屋村 嘉八 1 1 宝飯郡
1 2 8 二谷西新屋村 治郎右衛門 1 1 宝飯 m:

1 2 9 森中屋敷 I源四郎 1 I 1 帳豆郡
l 3 O: 森中屋敷 l小一 郎 1 1 幅i豆 rn:

1 3 1: 森中屋敷 '新助 1 1 ！幡豆郡
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l
l 掲載肛 村 名 信徒名 人 数I村中・講中 f同」の寄 迎寄 進 奇 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡

印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）
1 3 2 森中屋敷 ニ七．平左衛門 l l 幅ヮ．郡
1 3 3 森中屋敷 侶十 l 1 0 幅豆郡
1 3 4 森中屋敷 たが（（悲十内） 1 l 1 幡豆郡
1 3 5 森中屋敷 納右衛門 l 1 愉立郡
1 3 6 森中殷敷 角左衛門 l 1 幡豆郡
1 3 7 森小屋敷 三右衛門 1 3 0 0 幡豆 1祁
1 3 8 森中屋敷 亀八 l 1 幡丑郡
l 3 9 森中民敷 お志の• 太治兵街・みと 4 1 幅豆郡

・て川
1 4 0 森中屈敷 重級 1 1 I幅豆郡
1 4 1 森中松敷 与五平 1 1 • 幡- .r:J.I訊
1 4 2 森中殷敷 佐之助 1 1 幅五梢；

□1 4 4
国
1詞

1 •面
駐敷

汎
甚八 l 1 幡可．郡
重吉 l I 箭豆郡

1 4 5l 森中1£,奴 甚助 l 1 幡豆
郡
郡

l 4 G
I
森中屋敷 治助 1 11 幡豆

1 4 7, 森中尼敷 藤助 1 1 幅li l祁
1 4 8 森中殷敷 五郎助 l 1 幡.'rl..郡
1 4 9: 森中屋敷 助七 1 1 愉豆郡
1 5 0 森中足敷 太郎左衛文 1 1 幅只郡
1 5 1 森中屋敷 弥八 11 1 怖丑郡
1 5 2 森中屋敷 孫市 1 l 

• 
幡

一豆郡
l 5 3 森中屋敷 偕五郎 1 l 幡豆郡
1 5 4 森中屋奴 哀角内おたき 1 1 幅豆郡
1 5 5 森中尻敷 五太夫・与宗左衛門 2 1 幡豆郡
1 5 6 森中屋敷 源之助 1 1 幡丑郡
1 5 7 森中屋敷 仁平治 幡豆郡1 I 
1 5 8 森中屋敷 与四兵衛 l 1 幅豆郡
1 5 9 不柑村 喜之助 1 1 宝飯郡
1 6 0 不相村 銀右衛門 1 1 宝飯郡
1 6 1 不柑村 ー五郎 l 1 I 宝飯郡
1 6 2 不柑村 I重兵衛・善重 2 1 I i I ！

宝四飯麟郡1 6 3 不相村 孫兵衛・梅治郎 2 1 
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掲載隕 村 名 信徒名 人 数 村中・講中 「同」の！寄 進！寄 進l寄 面寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

1 6 4 不柑村 久八 1 1 宝宝飯飯郡
郡

l G G 不相村 又治郎 l 1
1 6 G 不柑村 又五郎 J 1 出飯郡
l 6 7 不相村 吉兵衛・与四蔵・源十 3 1 宝直飯飯郡

郡
1 6 8 不用村 与四松・松五郎 2 1 
1 6 9 中浜 it! 左衛門 1 l 幅豆郡
1 7 0 中浜 沿＼右衛門・消六 2 ） 箭豆1111
1 7 1 中浜 作兵衛 1 1 研心這；

1 7 2 中浜 文左衛門 1 1 
i
， — 令

堀
f.i'. 豆:£. 

郡
郡

1 7 3 中浜 ！仲治郎・文五郎 2 1 
1 7 4 中浜 九郎治 1 1 ・'！ 怖- 豆郡
1 7 5 中浜 九郎兵衛 1 1 I幅立郡
1 7 6 中浜 八二郎 1 1 幅豆郡
1 7 7 中浜 於志そ 1 J I幡豆郡
1 7 S 中浜 久治郎 1 1 i¢ 面ヮ. rn:

凸1 8 0 
中浜 小平 1 II 幅豆→郡

郡
• 

中浜 おきた I 1 1 ¢計.rlー

1 8 1 中浜 半治郎 1 1 ！幅．豆郡
1 8 2 中浜 半助 1 l I怖豆郡
I 8 3: 中浜 兵吉 1 1 幅豆郡
1 8 4 中浜 喜之助 1 2 0 0 垢豆郡
1 8 5 中浜 又蔵 1 1 0 0 Ir, 品豆郡
1 8 6 中浜 吉蔵・又四郎 2 I 帳豆郡
1 8 7 中浜 おみさ 1 2 0 0 幅豆郡
1 8 81中浜 佐助 1 1 0 0 ！幡豆郡
1 8 91中浜 喜八・治左衛文 2 l ！ 幅怖豆豆郡

郡
I 9 0 中浜 I (左治平 I l 
1 9 1 中浜 治兵衛・甚十 2 1 I i@豆郡
1 9 2 中浜 勘四郎・勘一郎 2 1 I Mi豆郡
1 9 31中浜 おもと・お川弥 2 l I�li豆郡
l 9 41中浜 吉五郎 1 1 ！幅豆郡
1 9 51中浜 佐右衛門・藤助 2 1 Iり品豆郡
1 9 GI中浜 I徳 一． 郎・喜与治・弥作 3 1 ；垢豆郡
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24 掲載）l 村 名 信徒名 人 妥 村中，講中 「同」の！寄 泄 寄 辻• 寄 i叫寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

1 9 7 中浜 助蔵・治郎吉 2 I 怖豆郡
1 9 8 中浜 命十・一五郎 2 1 幡豆郡
1 9 9 中浜 四郎右衛門 1 l 幅!.II柑
2 0 0 中浜 久蔵・rli兵衛 2 1 幡丑 郡

2 0 1 中浜 吉平・与七 2 1 栢i豆 郡

2 0 2 中浜 作十・仲右衛門 2 J なiUILIIH
2 0 3 中浜 梅占・おむね 2 1 幅．ワ．郡
2 0 4 中浜 珠吉 1 1 條豆郡

郡2 0 5 中浜 吉兵衛 1 1 幅豆
2 0 6 ー谷松菜村 文治郎 1 1 宝飯郡
2 0 7 -. 谷松策村 文右衛門 1 1 宝飯郡
2 0 8 ニ谷松狛村 金六 1 1 宝飯郡
2 0 9 ニ谷伍硲村 ：文蔵 1 1 宝飯郡
2 I 0 ー谷松ri�村 文四郎 1 1 宝飯郡
2 1 1 ー谷松巫村 肪之助 1 l 宝飯郡
2 l 2 ー・谷松菜村 新太郎 1 1 I宝飯郡
2 1 3, 二谷松葉村 I在治郎 1 l 宝飯郡
2 l 4 ニ谷松染村 I勘六 1 1 

＇ 
宝宝飯飯郡

郡2 1 5 ー谷松葉村 念仏女人中 1 女人中 1 

2 1 6 ー谷松策村 喜右衛門 . 
1 1 宝飯 郡

2 1 7 ー谷松浜村 勘六厨 1 l 宝飯郡
2 1 8 ー谷東新屋 治郎蔵 1 1 宝飯郡
2 1 9 ー谷東新座 権八 1 1 宝飯郡

2 2 0 ー谷東新橙 長四郎 1 1 宝飯 郡

2 2 1 ー谷東新屋 八郎左衛門 1 1 宝飯郡
2 2 2 ー谷東新屋 松兵衛 1 l 1宝飯郡
2 2 3 ー・谷東新屋 偕治郎 1 1 宝飯郡
2 2 4 ー谷東新屋 治郎七 1 1 宝飯郡
2 2 5 ニ谷東新屋 一九郎 1 1 i宝飯郡

2 2 G ニ谷東新屋 I治郎蔵 1 1 宝飯郡
2 2 7 ニ谷東新屋 治郎吉 I 1 1 宝飯郡
2 2 8 拾石村 ，茂右衛門・茂一郎•音的 3 1 宝飯郡
2 2 9 拾石村 長兵衛 I J 1 I 主飯郡
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掲載）B 村 名 伝徒名 人 笈 村中・講中 「同」の寄 進 寄 進 寄 進！寄i�1 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

2 3 0 拾石村 惣治郎 1 1 宝飯郡
2 3 l 拾石村 角蔵 1 1 1 宝飯郡
2 3 2 拾石村 八 一 郎 l 1 宝飯郡
2 3 3 拾石村 小左衛門 l 1 宝飯郡
2 3 4 拾石村 六郎右衛門 1 1 宝 0i.1!11

2 3 5 拾石村 作兵衛• 干太郎 2 1 I宝飯郡
2 3 6 拾石村 甚九郎 1 1 I'._i: t坂郡
2 3 7 拾石村 勘太郎 1 1 I宝飯郡
2 3 8 拾石村 権右衛門 l 1 宝飯郡
2 3 9 拾石村 権平．権十 2 1 宝飯郡
2'1 0 拾石村 利吉・栄吉 2 1 宝飯郡
2 4 1 拾石村 七郎左衛門 1 1 I宝飯郡
2 4 21 f合石村 惣兵衛 1 1 I宝飯郡
2 4 3 拾石村 戸右衛門 l 1 ，宝飯郡
2 4 4 拾石村 権一郎 J 1 ；宝飯郡
2 4 5 松菜村 長治・与助・勘蔵· 二郎 5 1 J± 飯郡

太・権七
2 4 G 松菜村 勘十・勘助 2 1 宝飯郡
2 4 7 松葉高之 久八 1 1 宝飯郡
2 4 8 松葉裔之 ニ五郎 1 1 ：宜飯郡
2 4 9 松菜麻之 一右衛門 1 1 1 宝飯郡
2 5 0 松来両之 喜兵衛・喜一郎 2 1 l宝飯郡
2 5 1 松菓品之 太郎右衛門 1 1 I: 五飯郡
2 5 2 ニ谷上ケ 甚二郎 1 1 1 宝飯郡
2 5 3 二谷上ケ 竹内佐右衛門 1 1 I宜飯郡
2 5 4 二谷上ケ 文蔵 1 1 1 宝飯郡
2 5 5 二谷上ケ 権右衛門 1 1 竺ま飯郡
2 5 6 ー谷上ケ 喜 一 郎 1 l ！宝飯郡
2 5 7 ー谷上ケ 源六 1 1 I宝飯郡
2 5 8 二谷上ケ 宗五郎 1 1 ＇宝飯郡
2 5 9 ー谷上ケ 勘七 1 1 ；宝飯郡
2 6 0 二谷上ケ 茂太夫・九郎兵衛・金蔵 4 1 

I 
，宝飯郡

．消兵衛
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26 掲載）］ 村 名 侶徒名 人 数 村中・甜中 「同Jの＇ 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その（也）

2 G 1 ー谷上ケ 平六 1 1 宝飯1祁
2 6 2 中浜 勘左衛門• 長四郎・ 又 —l 4 1 幅豆郡

• 佐七
2 6 3 中浜 文吉・治郎作 2 1 幡丑郡
2 6 4 上ケ 新右衛門 1 1 宝飯郡
2 6 5 上ケ 二郎四・兵蔵・久兵衛・ 4 1 宝飯郡

新助
2 6 6 上ケ 作蔵 1 1 宝飯郡
2 6 7 上ケ 孫右衛門 l 1 

宝宝飯
飯郡
郡

2 G 8 上ケ 係太 1 1 
2 6 9 上ケ 吉右衛門・与「'l太 2 1 宝飯郡
2 7 01 上ケ 久助 1 1 宝f�i.

郡
lU: 

2 7 1 上ケ 佐右i¥i「1 1 1 宝飯
2 7 2 上ケ 喜平・庄太夫 2 I 

l 宝宝
飯
飯郡

郡2 7 3 上ケ ，喜宗右!�il"l 1 1 
2 7 4 牧山村 文右衛門 1 1 I : 宝玉f

飯
1.i.

郡
l祁

2 7 5 牧1LJ村 長右衛門 1 1 
2 7 6 牧山村 源助 1 1 I宝飯郡
2 7 7 牧山村 権右衛門 I 1 宝飯郡
2 7 8 牧山村 文五郎 1 2 1宝飯1祁
2 7 9 牧山村 源二郎 l 1 宝飯郡
2 8 0 牧山村 久 一 郎・新治郎・久太郎’ 3 1 宝飯1]11
2 8 1 牧山村 六三郎，与治兵衛，兵助 5 1 I宝飯郡

．偕八・兵左衛門
2 8 2 牧山村 太郎左衛門・新右衛門 2 1 1 

宝
主飯―
飯
―
郡
郡

2 8 3 牧山村 源治郎 1 1 
2 8 4 牧山村 長右衛門・孫治郎 2 1 出飯

郡
郡

2 8 5 牧山村 久右衛門・ニ四郎 2 1 宝飯
2 8 G 牧山村 源八 1 1 宝飯郡
2 8 7 牧山村 瓜五郎・定吉 2 1 宝飯郡
2 8 8 牧山村 儀吉•長蔵・勘二郎・ 六 6 I I宝飯郡

三郎・1系蔵・ 又十
2 8 9 吉田呉服町 I 桐屋宰七 1 1 浬美郡
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掲載）�. 村 名 信徒名 人 多1， 村中・請中 「同Jの：寄 進 寄 進 寄 j"• 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

2 9 0 下条 ゴソ ・ ニロl: 1 I 八名郡
2 9 1 谷川村 谷川村中 1村中1 7 6 3 趾美郡
2 9 2 谷川村 高橋直太夫 1 1 泄美郡
2 9 3 西浦橋田村 林右衛門 1 1 宝飯郡
2 9 4 西浦橋田村 喜八 1 1 宝飯郡
2 9 5 西補橋田村 喜七 1 1 宝飯郡
2 9 6 西浦橋田村 喜助 1 1 宝飯郡
2 9 7 西捕橋田村 利右衛門・喜五郎 2 1 宝飯郡
2 9 8 西浦橋田村 弥助 1 1 宜飯rn,

2 9 9 西捕低田村 平蔵 ］ 1 宝飯郡
3 0 0 水竹村 1 万左衛門 1 1 ，宝飯l!fi
3 0 1 五井村 太郎作 1 11 ，五飯1祁
3 0 2 五井村 喜五郎 l I I 宝飯郡
3 0 3 友国村 几右衛門 11 1 . 5 I幅 ．豆郡
304 友国村 ニ右衛門 1 1 ! ¢Ii豆郡
3 0 5 友国村 九二八 1 I 1 幡豆郡
3 0 6 友国村 要八 l 2 0 0 I 幅心翡i:
3 0 7 友国村 岩椅利兵衛 1 1 ：幅豆 郡

3 0 8 寺部村 七治郎 1 1 幅豆郡
3 0 9 寺部村 金太夫 1 1 幅笠．郡
3 1 0 寺部村 万五郎 1 l 

幡福豆豆郡

郡3 1 l 寺部村 金五郎 1 2 0 0 
3 1 2 寺部村 久治郎・源助 2 ！ l I幅豆郡

3 l 3寺部村 安左衛門 1 布 幡豆郡
3 1 4! 寺部村 徳之助 1 1 I幅豆郡
3 1 5 桑畑村 直二er; 1 木綿 廂豆郡
3 1 6 染畑村 文治郎・源助 21 1 ！幅豆郡
3 1 7 桑畑村 勘右衛門 1 I 0 5 0 幅豆郡
3 1 8 桑畑村 消右衛門 1 1 0 ¢届豆

郡
郡

3 1 9 染畑村 久太夫 1 I I 1 0 I幅豆
3 2 o, 桑畑村 太右衛門 1 1 0 0 ！幅豆郡
3 2 1桑畑村 喜与 一 郎 1 3 0 0 幡豆郡
3 2 2桑畑村 I久 一 郎 11 I l O 0 I I椛豆郡
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28 掲載u 村 名 信徒名 人 数 村中・講中 「同」の：寄 追 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

3 2 3 小見行村 金五郎 1 1 幡豆郡
3 2 4 小見行村 清治郎 1 1 幡豆郡
3 2 5 小見行村 徳治郎 1 1 帳豆郡
3 2 6 上畑村 七之助 1 1 幅豆郡
3 2 7 上畑村 善五郎 1 l 幡税 1祁
3 2 8 上畑村 甚之助 1 1 幅 豆郡
3 2 9 上畑村 儀兵衛 1 1 幅豆郡
3 3 0 上畑村 儀助 l 1 0 0 幡

―
豆― 郡

3 3 1 上畑村 乗治郎 1 1 0 0 1 幅豆郡
3 3 2 上畑村 長松 l I 幅丑 1祁
3 3 3 上畑村 熊蔵 1 1 幡.'cl. 郡
3 3 4 森オ寸 庄右衛門 1 1 伽豆 1祁
3 3 5 森村 平七 1 1 ， 幅豆郡
3 3 6 須的村 i治右衛門 1 1 幅．豆郡
3 3 7 谷村 六左衛門 1 1 幅i豆郡
3 3 8 谷村 佐兵衛・直右衛門 2 1 

.
幅
.. 豆郡

3 3 9 谷村 忠右衛門・(W. 石郎・ 千右 3 1 I 幅丑郡

3 4 ol 谷村
衛門

福豆郡徳治郎 1 1 
3 4 1 谷村 太右衛門 1 1 幅豆郡
3 4 2 谷村 与兵衛 1 1 僑豆郡
3 4 3 谷村 吉左衛門・長五郎 2 1 帳豆郡
344 谷村 半五郎 1 1 幅豆郡
3 4 5 谷村 又治郎 l I 1 幅豆郡
3 4 6 谷村 八 一 郎 1 1 0 0 帳豆郡
3 4 7 谷村 胚右衛門・偕蔵• 安右衛 4 

I 2 a a 幅豆郡
門・作助

3 4 8 中畑村 泊治郎 1 0. 5 幡豆郡
3 4 9 中畑村 中平吉 1 0. 5 幅豆郡
3 5 0 中畑村 • 長十 1 1 柚五郡
3 5 1 中畑村 五左衛門 1 1 怖．＂． 郡
3 5 21 中畑村 与右衛門 1 0. 5 幅豆郡
3 5 3中畑村 甚八・ 八十八 2 1 桶_r;J.郡
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掲載）偵 村 名 信徒名 人数村中・講中 「同Jの寄 進 寄 進 寄 進 寄 追 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

3 5 4 中畑村 喜八 I 1 幅豆郡
3 5 5 中畑村 六蔽 1 2 0 0 幅丑郡
3 5 6 中畑村 官治 1 2 0 0 桶豆郡
3 5 7 'P畑4寸 泰吉 1 2 0 0 幡豆郡
3 5 8 中畑村 兵ー．．郎 1 2 0 0 幡丑郡
3 5 9 中浜村 平八 1 1 幡豆郡
3 6 0 中浜村 兵一郎母 1 1 術只郡
3 6 1 中浜村 助之丞 l 1 愉豆郡
3 6 2 山口村 喜助 1 1 幅刃．郡
3 6 3 山口村 惣兵衛 1 1 幅丑郡
3 6 41 山口村 銀右衛門 1 1 幡'il.郡
3 6 51 山口村 文左衛門 1 1 甜i豆郡
3 6 6 山口村 佐兵衛 1 l O 0 帳豆郡
3 6 7 urn 村 小兵衛・枡右衛門 2 1 幅豆郡
3 6 SI 山口村 栄蔵 1 1 幅豆郡
3 6 9 山口村 儀右衛門 1 11 幡豆郡
3 7 釦山口村 吉二郎 1 1 幅丑郡
3 7 1

1
山口村 銀太郎・九兵衛. {専五郎1 5 500 福豆郡

・紋治郎・助七
3 7 21 f合石村 平九郎 l 1 宝飯郡
3 7 3 田原か屋町 権治郎・八二郎 2 1 渥美郡
3 7 41 折立村 仁左衛門 l 1 渥美郡
3 7 51 折立村 （専七・定右衛門 2 1 渥美郡
3 7 6 折立村 佐治平衛門 2 1 0 0 泥美郡
3 7 7 麻生田村 泊太夫 1 1 宝飯郡
3 7 8 麻生田村 平八 1 3 0 0 宝飯郡
3 7 9 向河原 酉蔵 1 3 0 0 宝飯郡
3 8 0 向河原 八右衛門 1 2 0 0 宝飯郡
3 8 1 二谷西新屋 与吉 1 1 宝飯郡
3 8 2 拾石村 勘兵衛 1 1 宝飯郡
3 8 3 ニ谷西新屋 与左衛門 1 1 宝飯郡
3 8 4 西不相村 久七 1 1 宝飯郡
3 8 51 友国村 尾綺勘兵衛 1 1 ，幡豆郡
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藉
＿
村

＿
名 侶徒名

一
人 寄進

（その他）
該当郡

曇
冒

言璽
直
4

ア竿
村中
長左衛門
宗右衛門
iii太郎
太郎左衛門
:;-— 

月5左衛門
偲左衛門
与右衛門

I 

1西光寺
三郎右衛門
喜右衛門
治郎右衛門
三右衛門
官蔵
勘右衛門
五平
勘八
七右衛門
か平
治郎兵衛
市右衛門
玉札；寺
長兵衛
.. 
半八・喜太夫
源五左衛門・善六 ・ 与胡
衛門
六兵衛・重左衛門
条治郎
権吉
条治郎
惣右衛門
平兵衛

叛村中・捐中i「I�〗〗�附

｝ 
1-
l-
1-
1-
l-
l-
1-
1-
1-
1i
1-
1-
l-
l-
l-
l-
1-
1-
l-
l-
1＿
ー＿
2-
3

1 0 0 

1-
l-
1-
1-
1-
l-
1

〗-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
O-
3

加茂1罪
加茂郡
宝飯郡
宝飯1祁
宝飯ll!i
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
出飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
，五飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯郡
宝飯ll!i
出飯郡

」宝飯郡

」
1不明

不明
幅豆郡

1怖豆郡
怖豆郡
幅豆郡

I宝飯郡
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掲載瓜 村 名 信徒名 人 数 l 村中・講中 「同Jの！寄測寄 進 寄 進 寄 迎 寄 進 寄 進 該当郡
印 （分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

4 l 8 日下部村 平治郎 1 1 0 0 宝飯郡
4 1 9 日下部村 新消堡 l 3 0 0 宝阪郡
4 2 0 日下部村 庚申中門 1講中 2 0 0 宝飯郡
4 2 l 日下部村 新居庚申仲口 l講中 1 宝飯郡
4 2 2 日下部村 全昌寺庚申□口 1講中 1 宝飯郡
4 2 3 庭野村 庭野村中庄屋様 1村中 340 八名郡
4 2 4 東矢部村 又兵衛母 1 4 設楽郡
4 2 5 黒口村 治郎左衛門 1 1 1 設楽郡
4 2 6 黒口村 源兵衛 1 1 設楽郡
4 2 7 黒口村 久右衛門 l 1 0 0 設楽郡
4 2 8 黒口村 忠 一 郎 l 1 0 0 設楽郡
4 2 9 黒口村 治 一 郎 1 0 3 2 設楽郡
4 3 0 黒口村 久之助 1 0 3 2 設-

設
囀- 楽

楽郡
郡

4 3 1 I 焦lJ村 熊古 1 0 3 2 

4 3 21 黒口村 喜兵衛 1 0 3 2 設楽郡
4 3 3 黒口村 九郎左衛門 l 0 5 0 I設楽郡
434 黒口村 直吉 1 1 0 0 設楽郡
4 3 5 黒口村 忠二郎母 1 1 0 0 設楽郡
4 3 G須長村 助右衛門 1 I O 0 設楽郡
4 3 7 須長村 為吉 1 1 0 0 設楽郡
4 3 8 森長村 森長村中 1村り l 1 2 7 設楽郡
4 3 9 常延村 利右衛門・おそめ 2 1 設楽郡
4 4 0 谷下村 答五郎 1 1 0 0 設楽郡
4 4 1 篠田村 篠田村中 1村中 4 7 9 宝飯郡
4 4 2 篠13l村 弥兵衛 1 1 0 0 宝飯郡
4 4 3 長早村 治二郎 1 1 宝飯郡
4 4 4 長草村 治右衛門 1 2 0 0 宝飯郡
4 4 5 長草村 治郎右衛門 l I O 0 宝飯郡
4 4 61長草村 喜四郎 1 2 0 0 3 宝飯郡
4 4 7牛久保長山村 牛久保長iJJ村女人中 1女人中 6 4 5 宝飯郡
4 4 8新田村 喜 一 郎 1 1 不明
4 4 9羽根村 吉五郎 1 0. 5 額田郡
4 5 O! 羽根村 源治郎 1 I 0. 5 額 m郡
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掲載):! 村 名 信徒名 人 数 村中・請中i 「I司」の寄 迎寄 進 寄 進 寄進！寄 進 寄 進 該当郡
（分） （朱） （文） （疋） （端） （その他）

4 5 1 花ケ崎村 兵四郎 1 1 渥美郡
4 5 2 花ケ崎村 佐平治・喜右衛門 2 1 源美郡
4 5 3 小浜村 小浜村同行中 l 同行中 2 渥美郡
4 5 4 松島新田村 緒八 1 1 渥美郡
4 5 5 松島新田村 市作 1 1 湘美郡
4 5 6 花ケ崎村 源吉 1 1 渥美郡
4 5 7 花ケ崎村 与平治 l 1 渥美郡
4 5 8 花ケ埼村 徳右衛門 ・八左衛門 • 他 3 1 泥美郡

治郎
4 5 9 花ケ崎村 八郎右衛門・久八 2 1 涯美郡
4 6 0 花ケ碕村 平煎・ 五兵衛・久四郎 3 1 渥美郡
4 6 1 花ケ碕村 佐右衛門 l 1 渥美郡
4 6 2 森下村 源右衛門 1 2 宝飯郡
4 6 3 森下村 消 一 郎 1 6 0 0 宝飯郡
4 6 4 森下村 喜十 1 2 0 0 宝飯郡
4 6 5 森下村 甚八 1 1 0 0 宝飯郡
4 6 6 森下村 長十 1 1 0 0 宝飯郡
4 6 7 森下村 半七 1 I O 0 宝飯郡
4 6 8 森下村 い< 1 1 0 0 宝飯郡
4 6 9 灰野村 喜四郎・甚ー・郎・ 八蔵 3 1 2 4 宜飯郡
4 7 0 中脱村 中帰撞方中 1柑方中 1 不明
4 7 1 羽根村 羽根棺方中 1梢方巾 2 額田郡
4 7 2 羽根村 村方梢那のなか 1檀方中 4 0 0 額田郡
4 7 3 松原村 松原村中 1村中， 6 0 0 宝飯郡

570 16: 345. 51 2, 24, 13350: 30 36; 
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凡 例 一、 同表は芦峨寺善姐坊の r立山御娼＃布橋大灌頂勧進記J (芦峨寺善氾坊文甚、 富山県［立山1打物館］所磁）に基づき、 同坊が三河国祖那場で
ぅく保2年に行った布橋泄頂会のため0)勧進活動の状況を示したl, 0)である。

・一、 同表における該当区は、 明治11年郡区町村絹制法の施行で定まった区割りに基づ< l, のである。
ー、 掲載頃は r立山御娼＃布橋大泄頂勧進記., 0)なかで0)掲桑じ頃を示す。
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